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6.　教材開発の流れ
　教材作成ワーキンググループでは、図5のような指
導の流れを想定し、以下のものを開発した。
• 提示資料（動画）
• ワークシート等
• 解説（動画）
• モデル指導案
以下の日程で作業が行われた。
• 10月1回目　具体的なストーリーアイディア検討
• 10月2回目　ストーリーの確定
　　　　（提示資料・解説（動画）のシナリオを検討）
• 11月1回目 シナリオを絵コンテにする
• 11月2回目 モデル指導案・ワークシートの作成
7.　具体的なストーリーのたたき台
　具体的なストーリーのたたき台を表2に示す。これ
はあくまでもたたき台であり児童生徒が興味関心を持
ち、自分の問題として捉えて考えられる具体的なス
トーリーの検討を目指した。各教材作成ワーキンググ
ループ委員が第1回会合までにアイディアを考えて持
ち寄って、議論をすることとした。
8.　まとめ
　2013年8月に調査研究委員会が発足し、10月～ 12月
に教材開発が急ピッチで行われ、小中高の協力校によ
る実践を経て、最終的に動画教材がユーチューブに
アップされ、教師用指導手引書が文部科学省のWeb
【エ】　変化する項目
変化する技術特性 具体的な内容
機器性能・形態の変化
㉑サイズが小型化する（持ち運びやすい）
㉒高機能化（様々な機能が
㉓データ容量の増大
㉔通信速度
サービスの変化
㉕定額制による費用負担感の軽減
㉖長時間利用を促進するエンタテイメント性の向上
㉗利用者増加を意図する、サービス側からの激しいアプローチ
表 2　具体的なストーリーのたたき台
学習内容 発達段階 具体的ストーリー
Ⅰ．ネット依存や使い過ぎ
小学生～中学生 例） ゲームにはまる・・・時間やお金を浪費し、中毒になってしまう
中学生～高校生 例） LINE等のコミュニケーションで昼も夜も、ネットから離れられなくなる
Ⅱ． 自分が被害に遭う問題（ネット
詐欺・不正請求・コンピュータ
ウィルス感染・出会い系被害等）
小学生～中学生 例）知らない大人と接触してしまう
中学生～高校生 例）ネットで知り合った人からのストーカー被害など
Ⅲ． 相手とのやり取りで起こる問
題（SNSで起こる諸問題をプラ
ス思考で解決するためには）
小学生～中学生 例） 友人間でのコミュニケーションの誤解から生じるいじめやハズシ
中学生～高校生 例）ツイッターなどで起こっているような無防備な情報発信
図 5　開発教材による指導の流れ
（資料提供：情報通信総合研究所）
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上で発表された。これまで多くの施策がなされながら
も，効果のある教育がなかなか実践されていない情報
モラル教育について，教師の実践を促進するためには
どのような教材が必要かということを念頭において開
発方針を検討した．
　情報モラル教育を全ての教師が積極的に実践するた
めには、情報化が進展しても変化しない（不易な）「情
報モラル教育の本質」を把握することと、情報化進展
していくことで「変化していくことへの注意事項」を
把握することが重要である。3種の知識による指導法
の枠組みで検討すると、「道徳的規範知識」「合理的判
断の知識」及び「情報技術の特性」の一部は変化しな
い「不易なもの」であり、一部に情報技術の進化に
伴って変化する特性が存在する。
　これらの学習内容を網羅できるように、現在起こっ
ている典型的な事例を取り上げ、表面的な機器・サー
ビスの変化に翻弄されず、指導していくことができる
教材の開発を目指した。今後、これらの教材が教師の
情報モラル教育の支援として有効かどうかを検証する
必要がある。
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